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1  目 的  

 東京都に属する小笠原諸島の南硫黄島は、過去に人が定住したことがなく、原生自然

環境保全地域（注）に指定されている。このような島は、世界中の熱帯・亜熱帯地域でも

ほとんど知られていない。平成２９年 6 月、東京都・首都大学東京・NHK が連携し 10

年ぶりに調査隊が組織され、世界にも類をみない手つかずの自然に、クライマー、ダイ

バー、研究者たちがスクラムを組んで挑んだ。そこで触れた厳しくも素晴らしい原生自

然の魅力を伝える。 

（注）原生自然環境保全地域 自然環境保全法に基づき、ほとんど人の手の加わっていない原生の状態が 

保たれている地域で、自然環境の保全のために指定された地域 

 

2  内 容  

（1）日時 平成３１年１月 1３日（日） １０時から１７時まで 

（2）場所 都民ホール （都議会議事堂 1 階）  

（3）タイトル 「南硫黄島：東京の原生自然環境保全地域 冒険・発見・最後の秘境！」 

（4）プログラム（予定） 

 第一部（１０時～１２時） 

  東京都挨拶 

  Making of 南硫黄島学術調査隊（ 総隊長 小笠原自然文化研究所 鈴木創氏） 

   海上のアルプスに挑む（山岳隊長 山岳ｶﾞｲﾄﾞ Mt.石井ｽﾎﾟｰﾂ 天野和明氏） 

  南の島は海に限るぜ！（海洋隊長 ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ海神 山田鉄也氏） 

  実録！南硫黄島調査の真実（記録班 NHK） 

  首都大学東京挨拶 

 

昼休み（１２時～1３時） 調査隊とのふれあい 

 

 第二部（13 時～15 時） 

    南硫黄島の自然の魅力を思い知れ（首都大学東京 可知直毅氏） 

 霧のむこうのふしぎな植物（京都大学 高山浩司氏）  

 希少生態系土壌動物物語（ふじのくに地球環境史ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 岸本年郎氏、 

神奈川県立生命の星・地球博物館 苅部治紀氏） 

シ ン ポ ジ ウ ム 「 南硫黄島：東京の原生自然環境保全地域  

冒険・発見・最後の秘境！」  
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写真１ 南硫黄島全景：ＮＨＫ 提供      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 希少なラン科植物（シマク

モキリソウ）： 

高山浩司氏（京都大学）提供  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 営巣中のアカアシカツオドリ： 

川上和人氏（森林総合研究所）提供 

 

 

別紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 新たに確認されたリュウキュウ

ノミガイの１種：和田慎一郎氏（首都大

学東京研究員）提供  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 再発見されたミナミイオウスジ

ヒメカタゾウムシ：苅部治紀氏（神奈川

県立生命の星・地球博物館）提供 

 

 

 

 

 

 

 

 


